
2023年度（令和5年度）水道事業の予算の概要

2023年度（令和5年度）水道事業の予算の概要をお知らせします。

水道事業

１　業務予定量

水道事業の業務予定量は，次のとおりです。

給 水 戸 数 218,678 戸 214,243 戸 4,435 戸

年 間 総 配 水 量 48,577,919 ㎥/年 49,315,106 ㎥/年 △ 737,187 ㎥/年

一 日 平 均 配 水 量 132,727 ㎥/日 135,110 ㎥/日 △ 2,383 ㎥/日

主要な建設改良事業 49億3,600 万円 48億800 万円 1億2,800 万円

事 項
2023年度 2022年度

増 減
（令和5年度） （令和4年度）
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4,902万㎥
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水道事業の年間配水量と給水戸数の推移

年間配水量（万㎥） 給水戸数（戸）

～

（実績） （実績） （実績） （実績） （予算） （予算）

0万㎥ 0戸

年間配水量 給水戸数

～～～
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２　 建設改良事業の概要

に実施する主な建設改良事業は次のとおりです。

○配水管整備事業【28億8,500万円】

　「第九次配水管整備計画」

　2022年度（令和4年度）から2026年度（令和8年度）　「５か年計画」

　・配水管布設替

　　　基幹管路整備工事　　　　延長　＝　2,027m

　　　重要管路整備工事　　　　延長　＝　　659m

　　　一般管路整備工事　　　　延長　＝ 32,337m

○配水管及び施設改良事業【20億5,100万円】

　　・支障移転工事（市内一円）

　　・出原浄水場1群3号井改築工事

　　・千田浄水場監視制御設備取替工事

　　・伊勢丘A配水池法面崩壊対策工事　ほか

　安全で良質な水道水の安定した供給体制の確立や災害に強い水道施設整備のため，2023年度（令和5年度）

37億6,244万円 39億4,512万円 38億4,876万円

34億3,744万円

49億8,343万円 50億1,473万円
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水道事業の建設改良費の推移（税込）
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～～
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３　財政状況等

（1）収益的収支（水道料金の収納や水道水の供給などに伴い発生する収入と支出）

（税込）

収 益 的 収 入

（うち，水道料金収入）

収 益 的 支 出

差 引 9億2,605万円 12億7,721万円 △3億5,116万円

80億3,009万円 77億8,675万円 2億4,334万円

前年度に比べて2億4,334万円（3.1％）増加し，80億3,009万円です。この結果，収益的収入と収益的

収益的収入は，前年度に比べて1億782万円（1.2％）減少し，89億5,614万円です。一方，収益的支出は，

支出の差し引きは，9億2,605万円の純利益となる見込みです。

事 項
2023年度 2022年度

（79億9,236万円) （81億1,116万円) （△1億1,880万円)

増 減
（令和5年度） （令和4年度）

89億5,614万円 90億6,396万円 △1億782万円

75億4,086万円 75億2,503万円

75億300万円

73億5,335万円

73億7,378万円

72億6,578万円

71億円

72億円

72億円

73億円

73億円

74億円

74億円

75億円

75億円

76億円

76億円

水道料金収入の推移（税抜）

0億円
～～

（実績） （実績） （実績） （実績） （予算） （予算）

2018年度

（平成30年度）

2019年度

（令和元年度）

2020年度

（令和2年度）
2021年度

（令和3年度）

2022年度

（令和4年度）

2023年度

（令和5年度）

水道料金収入

79億9,236万円

補助金などの収益化

5億918万円

その他の収益

4億5,460万円

安全で良質な水を

つくるための費用

18億8,814万円

家庭まで安全に水を

送るための費用

15億3,468万円

料金収納や経営管理

などの費用

5億7,883万円

施設などの資産価値の減少（減価償却費等）

34億3,168万円

借入金の利息

4億4,596万円

その他の費用

1億5,080万円

当年度純利益

9億2,605万円

水道事業収益的収支

予算額（税込）
収入 89億5,614万円
支出 80億3,009万円
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（2）資本的収支（水道施設の建設・改良などにかかる収入と支出）

不足する額は，50億9,751万円となる見込みです。

　なお，不足額は，減価償却費など企業の内部に留保される資金等で補てんします。

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

差 引 △50億9,751万円 △49億6,751万円 △1億3,000万円

資本的収入は，前年度に比べて2億7,323万円（10.5％）減少し，23億2,740万円です。一方，資本的支出は，

2023年度
事 項

2022年度
増 減

（令和4年度）（令和5年度）

23億2,740万円

74億2,491万円

26億63万円 △2億7,323万円

75億6,814万円 △1億4,323万円

前年度に比べて1億4,323万円（1.9％）減少し，74億2,491万円です。この結果，資本的収入が資本的支出に

借入金の借入

18億円 補助金

3,517万円

一般会計繰入金

3億7,315万円

その他の収入

1億1,908万円

資金不足額

50億9,751万円

水道施設の建設・改良

のための支出

50億1,973万円

借入金の返済

24億518万円

水道事業資本的収支

予算額（税込）
収入 23億2,740万円
支出 74億2,491万円
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(3）借入金の状況

借入金の残高は，前年度に比べて6億518万円（1.9％）減少し，320億9,163万円となる見込みです。
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0億円

借入額・返済額 残 高
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～～

～～

（実績） （実績） （実績） （実績） （決算見込） （予算）
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